
	 	国会議員や議員秘書といった普段関わることがない方と接するこ
とは、最初はどうしていいか分からず大変でした。経験を積んで、
また、先輩の背中をみて徐々に学んでいきました。

	 	通常国会で注目を集めた、いわゆるLGBT理解増進法案は、どの
ような議事になるのかや日程等の見通しが立たなかったため、準
備をどうしたらいいのかという点で悩みました。審査入りから採
決まで一気通貫＊だったこともあり、ミスができないという緊張
感はありましたが、いい経験になりました。
＊趣旨説明聴取から採決までを１日で行うこと

	 	委員部は国会開会中が忙しいです。内
閣委員会であれば、委員会は週２回程
度開会されるのですが、委員会前日は
どうしても帰りが遅くなってしまいま
す。一方で、閉会中は基本的に毎日定
時に退庁できますし、上司からも休暇
の取得を促されます。１年を通してみ
ると、健康面に大きな影響を与えるよ
うな忙しさではありません。

	 委員部の閉会中の業務を教えてもらえますか。

	 	直前まで開かれていた国会で起きた事例の整理をします。また、
過去の事例の勉強をし、次の国会への準備を行います。

	 	委員部に在籍していた際は、勉強はもちろんですが、上司や同期
との親睦を深める大事な時期でもあると思っていました（一同：
笑）。

	 	調査局も委員部と同じく開会中が繁忙期です。法案の審査のため
の参考資料を作成しますし、法案に関する調査依頼も多くなるの
で忙しいです。閉会中は依頼も少なくなるので、次の国会に提出
される予定の法案についての勉強や資料収集をしています。また、
議員に配付する内閣委員会の所管についてまとめた刊行物の編纂
も行っています。

	 	国会日程と国際部の繁忙期はあまり関係ありません。渉外課が担
当する外国議長の招待は開会中に行いますので、開会中の方がど
ちらかといえば忙しいです。議長への要人訪問の予定が複数重な
ると忙しくなります。業務に余裕がある時は、休暇は取りやすい
です。夏季休暇等で１週間程度休む方も多くいらっしゃいます。
メリハリのある働き方ができると思います。

	 	秘書課は、開会中、閉会中問わず正副議長の公務の対応をしてい
ますので、行事等がなければ開会中でも休暇は取れます。例えば、
閉会中であることが多い８月は基本的に落ち着いていますが、広
島・長崎の平和式典や、15日の全国戦没者追悼式等、正副議長
が参加する大切な行事があるので、その準備を行っています。

	 	休日は、職場の先輩や同期と一緒にテニスをしてリフレッシュし
ています。テニスを退庁後にすることはあまりないですが（笑）。

	 	退庁後は飲みに行って気晴らしをします。時間を合わせやすいの
で、同期と飲みに行くことが多いです。休日はスポーツジムやプー
ルで身体を動かして過ごしています。

	 	閉会中は毎日自炊するようにしています。また、スポーツ観戦が

好きなので、野球や相撲を見に行きます。

	 	同期や学生時代の友人とご飯に行くことが多いです。上司と行く
こともあります。旅行も好きなので、先日は金曜日にお休みをい
ただいて旅行に行きました。

	 同期というワードがよく出てきますが、同期は大事な存在ですか。

	 	私たちは入局後すぐにコロナ禍になってしまったので、同期全員
が揃う機会はあまりなかったのですが、最近は集まることが増え
てきました。

	 	特に同じ部署の同期は分からないことを聞きやすいので、業務上
でも大きな存在です。

	 	公務員試験の準備は根気がいると思いますが、学生生活を満喫す
ることを忘れないでほしいです。サークルやアルバイト、長期の
旅行など今しかできないことを楽しんでください。衆議院事務局
は優しい上司や先輩が多いので安心してください。

	 	納得した上で就職先を選んでほしいです。私自身、きっかけは国
会への憧れでしたが、説明会に何度か足を運んでいくうちに働き
たい理由が見つかりました。視野を広くして、興味のない分野も含
めて様々な情報を集めてみるのもいいと思います。その上で結論
を出す、それが衆議院事務局であれば嬉しいです。

	 	就職活動中は将来について悩むことも多く、辛い時期かもしれま
せん。乗り越えた先には憧れの職場で働く実りの多い日々が待っ
ています。百聞は一見に如かずだと思いますので、積極的に情報
を得て、就職先を決めてほしいです。衆議院事務局で一緒に働け
ることを心より楽しみにしています。

	 	衆議院事務局には多様な業務があり、具体的なイメージが掴みづ
らいかもしれませんが、入局してから教えてもらえますし、勉強
していけばいいと思います。私自身、入局初日は緊張した記憶が
ありますが、肩肘張らずに自然体でいてほしいです。

	 	ありがとうございました。

（令和５年８月開催）
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退庁後や休日はどのように過ごしていますか。

玉木

藤井

眞鍋

齋藤

永渡

玉木

眞鍋

最後に、受験生に向けてメッセージをお願いします。
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先輩インタビュー　—新人が聞いてみました！―

私たちと一緒に
国会で働いてみませんか？
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入局１年目から３年目までの若手職員にアンケートを実施しました。
入局して実感した本音を含めたフレッシュな声をお届けします！

今後行ってみたい部署は？
・秘書課：国会議員のサポートが直接感じられてやりがいがありそう。
・議事課：国会議員が一同に集う本会議の運営に携わってみたいからです。
・委員部：国会職員として一度は国会の運営に直接携わるような職務を経験したい。
・記録部：国会での議論を、後世に伝わる「会議録」という形で正確に残す記録部の業務に関心を持っています。
・会計課：会計課の仕事は事務局を大きく支えていて様々な課室と関わることができるので興味があります。
・調査局：論文を書くことが好きなので、調査局に行きたい。好きなことを活かして職場に貢献したい。

入局前後でイメージの変化はあった？
・ 入局前は、休みがあまりとれないのではないかと思っていたが、入局後、積極的に休みがとれ、先輩方も育休など

を取得されていてワークライフバランスの良い職場だと感じた。
・立法に関する知識が無かったため、不安だったが、仕事を進める中で必要な知識は自然と身につく。
・堅苦しい雰囲気の職場だと思っていたが、意外とフランクで優しい方が多かった。
・思ったよりも１年目から責任ある大きい仕事に関わることができる。

衆議院事務局の好きなところ、オススメポイント
・分館で食べられるカレーは絶品！入局したら是非食べてみてほしいです。
・語学研修や海外大学院派遣研修など、職員のスキルアップのための制度が充実しているところ。
・国会議事堂で働けるところ。歴史ある本館内を歩くとわくわくしますし、気も引き締まります。

就職先に衆議院事務局を選んでよかったこと
・自分が関わった法律案の審議等の報道を見ることで、重要な仕事に携わっていると実感できるところ。
・年齢・試験区分問わず、様々な仕事の機会に恵まれている。
・幅広い業務内容で、得意分野を発揮できる部署を見つけやすいこと。
・日本の中心部で、政治の最前線に携わることができ、やりがいが大きい。

修了した学問系統（大卒程度）

法学系
４６％

政治学系
１４％

経済学系
１０％

人文系
１５％

理学系
５％

その他
１０％

衆議院事務局を志望した理由は？
・ 国会という日本の中心で、歴史がつくられていくその瞬間

を肌で感じながら仕事ができる場所であるから。
・ 多様な部署があり、異動によって全く異なる様々な官庁の

政策に関わる機会があるためです。
・ 業務説明会での先輩職員の方々が優しく朗らかで、職場の

雰囲気がとても良さそうだったから。

【令和５年度新任研修の議長公邸見学に於いて】

業務説明会への
ご参加も

お待ちしています！

若手職員のリアルな声
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